
令和８年８月17日（月）選考会実施

担当部署：教育部 学校教育課

【企画提案者数】２者

（得票数）

株式会社コノ街デザイン

7

本業務の趣旨を理解し、十分な業務提案が示されているか 43.5

本事業の趣旨・目的を達成するため、提案事業者のノウハウを活かし
た具体的な提案が示されているか

45

中学３年生に対する受験対策等、取組実績があるか 93

本業務同様に、学校現場への業務受託実績があるか 87

本業務を円滑に遂行するため、業務実施内容の管理体制が整ってい
るか

29

トラブル等の緊急時に、速やかにトラブル等に対応できる体制が整っ
ているか

25

日本版DBSの認定申請（事業開始前の完了予定含む）の有無、また
は適切な代替措置が講じられているか

28

派遣講師に対する指導及び研修体制が確立されているか 28

本業務を行ううえで、適切かつ十分な能力を有する講師が派遣される
か

52

派遣講師に予定外の欠員が生じた場合においても、業務に支障をき
たさない体制が確立しているか

50

本業務におけるセキュリティリスクに対する適切な対策が講じられて
いるか

25

派遣講師に対し、個人情報保護の教育が実施されているか 24

見積価格 価格が提案内容に対して適切か 25

554.5

79.2

個人情報保護

合計点

全委員平均点

提案内容

業務実績

管理・連絡体制

人材確保体制

1位を付けた委員の数　委員7名中

審査項目 審査事項 株式会社コノ街デザイン

令和8年度 豊見城市学力強化支援事業（受験対策講座）公募型プロポーザル審査結果

　審査の結果、令和８年度豊見城市学力強化支援事業（受験対策講座） プロポーザル選定委員会実施要領に基づき、以下の
とおり優先交渉権者を決定いたしました。

【選定結果】
　優先交渉権者：株式会社コノ街デザイン

【選定理由】
　本件のプロポーザル選定委員会実施要領「3. 選定方法」においては、以下のとおり規定されています。
（ア）各委員が提案者ごとに評価点をつけ、その合計点が高い順に順位をつける。候補者の選定は、順位を第１位とした委員の
数が最も多い者を優先交渉権者に選定するものとする。
（イ）順位を第１位とした委員の数が同数の提案者が２者以上ある場合は、当該提案者の順位を第１位とした委員の当該提案
者に係る評価点の合計点数が最も多い者を優先交渉権者とする。
（ウ）当該提案者の順位を第１位とした委員の当該提案者に係る採点の合計点数が同点の場合は、当該提案者それぞれにくじ
を引かせて優先交渉権者を定めるものとする。この場合、当該提案者それぞれによりくじを引く順番は決めるものとする。
（エ）（ア）から（ウ）にかかわらず、委員全員の評価点の平均点（合計点を委員数で除した点数）が60 点を超える場合に限り優
先交渉権者として選定するものとする。

　これに基づき各委員による評価を行った結果、「株式会社コノ街デザイン」が最も多くの第1位票を獲得し、委員全員の評価点
の平均点も60点を超えているため、同社を優先交渉権者に選定しました。

企画提案者


